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株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承る
こととなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い
合わせ下さい。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱い
できませんのでご注意下さい。
特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、左記特別
口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせ下さい。
なお、三菱UFJ信託銀行全国本支店にてもお取次ぎいたします。
未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行全国本支店で
お支払いいたします。

株主メモ

第42期第2四半期決算説明資料

コーポレートサイトに第42期第2四半期決算説明資料・最新の株主様アンケート結果を掲載

上場証券取引所
証券コード
株式公開日
事業年度
配当金受領株主確定日

定時株主総会
株主名簿管理人・　　　　　　　
特別口座の口座管理機関

同連絡先

1単元の株式の数　　　　
発行済株式の総数
公告の方法

【ご注意】東京証券取引所（市場第一部）
4318
2001年10月23日
4月1日～翌年3月31日
期末配当金　3月31日
中間配当金　9月30日
毎年6月

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号 
TEL 0120-094-777（通話料無料）
100株
19,098,576株（2021年9月30日現在） 
電子公告とする
公告掲載URL　https://919.jp/
※ただし、事故その他やむを得ない事由によって
　電子公告による公告をすることができない場合は、
　日本経済新聞に掲載して行う

経営戦略室
（IR担当）

〒530-0018　大阪市北区小松原町2番4号
TEL 06-6366-0919　E-mail keisen-ir@919.jp
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2.

3.

本誌記載記事に関するお問い合わせ先

クイック グループ

第42期
第2四半期 株主通信

（2021年4月1日～9月30日）

2021年10月29日に発表しました、第42期（2022年3月期）第2四半期決算についての決算説明資料
を、当社コーポレートサイトのIR情報ページ内の「決算説明会資料」ページに掲載しています。
第42期上半期の事業環境や業績に関する分析のほか、各事業の下半期の取り組み等、今後の当社に
ついての理解を深めていただくための参考資料としてご活用下さい。

第42期（2022年3月期）第2四半期決算説明資料  https://919.jp/ir/briefing/

株主様アンケート結果
第41期（2021年3月期）株主通信に同封の「株主様アンケート」におきましては、多数のご回答、ご意見
をいただきまして、誠にありがとうございました。株主の皆様から頂戴しましたご回答、ご意見につきまして
は、今後の当社グループの経営のご参考にさせていただくとともに、その一部をコーポレートサイト内の
以下のページに掲載しておりますので、ぜひご覧下さい。

第41期（2021年3月期）株主様アンケート結果  https://919.jp/ir/enquete.php
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人材サービス事業 売上高 8,829百万円（前年同期比16.7％増）／営業利益 2,631百万円（同13.3％増）

■人材紹介
自動車業界では減産の影響から採用ニーズがやや鈍化したものの、建設や電機・機械等、その他の
分野では採用活動は活性化し、看護師の採用ニーズも高い水準で推移しました。こうした中、建設
関連職種や製薬関連職種、各種エンジニア等を対象とした特定領域の人材紹介、看護師紹介が
順調に拡大しました。一方、保育士紹介に関しては長引く緊急事態宣言の影響で正社員採用ニーズ
が減少したため伸び悩みました。

■人材派遣・紹介予定派遣・業務請負等
看護師派遣事業においては、新型コロナウイルスワクチン接種のための派遣案件を受注するなど、
業績は堅調に推移しました。また、保育士派遣事業においては、継続的な派遣ニーズを背景に業績
は順調に推移しました。

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、8月に入り石川県及び富山県にまん延防止等重点措置が
適用された影響により顧客の販促マインドに陰りが見られたものの、顧客の採用ニーズの回復や
創刊35周年を記念した「金沢情報」特大号の成功等により主力の生活情報誌が底堅く推移した
ほか、Indeedも引き続き好調でした。
また、各家庭に配布する折り込みチラシ等のポスティングサービスは、既存顧客からの安定した
販促ニーズを受けて順調に推移しました。
さらに「ココカラ。」ブランドで展開するコンシェルジュサービスでは転職領域が好調だったほか、
新築注文住宅に関する住宅ローン減税への駆け込み需要が発生した住宅領域、ブライダル領域も
含め、全ての領域で増収となりました。

情報出版事業 売上高 1,028百万円（前年同期比17.7％増）／営業利益 95百万円（同239.8％増）

セグメント別状況

リクルーティング事業 売上高 1,167百万円（前年同期比42.4％増）／営業利益 88百万円（前年同期は営業損失140百万円）

新卒採用領域では、顧客企業の新卒採用ニーズが回復する中、新卒採用サイト及びインターンシップ
サイトともに広告取り扱いが堅調でした。中途採用領域では、飲食業やサービス業等の一部を除き
採用ニーズの回復が進む中、顧客開拓や営業強化に取り組んだIndeedの取り扱いが大きく伸長し
業績回復を牽引したことに加え、その他の正社員及びアルバイト・パート募集のための求人広告の
取り扱いが順調に推移しました。また、派遣会社の出稿ニーズが上向きとなり、派遣登録スタッフ
募集向けの求人広告の取り扱いも改善しました。さらに、採用広告取り扱い以外のサービスも、
ジャンプ株式会社による新卒採用戦略構築のためのコンサルティングやオンラインインターンシップ
の企画提案、採用担当者向け研修等が加わり増収となりました。
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■売上高／営業利益 （百万円）

「日本の人事部」関連サービスでは、コロナ禍による企業の業務効率化や省力化への関心の高まり
や、人材採用及び人材育成関連企業の業況の回復を背景に、人事・労務に関するポータルサイト
「日本の人事部」の広告収入が大きく伸長しました。また、5月に開催したオンライン人事イベント
「ＨＲカンファレンス2021-春-」も、出展社数、参加者数に加え、売上高が過去最高を更新し、「日本
の人事部」関連サービスの増収に貢献しました。
また、システム開発は、企業のシステム投資が徐々に回復し、これに対応する開発エンジニアの
獲得競争が激化する中、積極的な案件受注により顧客企業の裾野拡大に努めるとともに、ラーニング
分野からのエンジニアの異動等により開発リソースを確保したことで、増収となりました。

IT・ネット関連事業 売上高 742百万円（前年同期比12.7％増）／営業利益 234百万円（同58.8％増）
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■売上高／営業利益 （百万円）

北中米では、ワクチン接種が進み経済環境が回復してきた米国に加え、メキシコでもコロナ前の
水準まで採用ニーズが回復してきたことで人材紹介の業績が拡大したほか、米国では人材派遣も
改善傾向となりました。
アジアでは、国内経済の回復が進む中国、隔離入国スキームが確立されてきたベトナムで現地日系
企業の採用マインドが改善しており、タイでは新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により採用
ニーズは停滞しましたが、現地日系企業を中心とした営業強化が奏功し、人材紹介は増収となりました。
また、中国での人事労務コンサルティングは相談顧問サービスを中心に引き続き好調でした。
英国では、年初からのロックダウンによる感染者数減少の動きから採用ニーズが回復傾向となり、
人材紹介及び人材派遣の業績が大きく改善しました。
また、これら海外各社に対して、当社グローバル事業本部が現地での転職希望登録者獲得等の
営業支援に取り組みました。

海外事業 売上高 434百万円（前年同期比13.3％増）／営業利益 10百万円（前年同期は営業損失53百万円）
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第2四半期
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■売上高／営業利益 （百万円）

（株）ＨＲビジョン

2021年5月、「日本の人事部 HRカンファレンス 2021-春-」を開催
しました。新型コロナウイルスの感染状況を考慮し、引き続き完全
オンライン化での開催となりましたが、前回までの開催実績が高く
評価され、出展社数・売上高とも
に過去最高を更新しました。これ
により講演数は、全6日間でＨＲ
カンファレンス史上最多の190
講演に上り、参加者数も25,561人
と過去最多を記録する等、日本最大
級のＨＲイベントへと成長を続けて
います。

オンライン開催の「ＨＲカンファレンス2021-春-」、
出展社数・参加者数が過去最多を更新！

（株）カラフルカンパニー

家・土地一括査定依頼サイト『ラクサテ』をオープン！

2021年4月に石川県内の土地や物件の一括見積もり依頼サイト
『ラクサテ 石川』を、2021年7月に富山県内の一括見積もり依頼
サイト『ラクサテ 富山』をオープンしました。同サイトは、売却したい
物件の所在地や広さ、希望時期等を入力するだけで、複数の不動
産会社にまとめて売却見積もり
依頼ができるWebサービス
です。住宅情報誌や家づくり
の相談サポートで培った情報
ネットワーク等を活かし、より
満足のいく物件売却を支援
してまいります。

※当期より「収益認識に関する会計基準」等を適用しており、前期実績は当該会計基準等を遡って適用した金額となっています。



非支配株主に帰属する四半期純損失（△） 1△ 2△ 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 4661,4231,889

　　建設仮勘定 27-27

　　繰延税金資産 15105120

資産合計 2,04215,10317,146

　　貸倒引当金 △ 2△ 4△ 7

　投資その他の資産 4472,5813,029

　無形固定資産 114837951

　　リース資産 △ 186

　有形固定資産 △ 61,2211,214
　　建物及び構築物 △ 20835814
　　車両運搬具 022
　　工具、器具及び備品 △ 139986
　　土地 -276276

固定資産 5554,6395,194

　現金及び預金 1,3438,1519,495
　受取手形及び売掛金 1741,9892,163
　その他 △ 29324295
　貸倒引当金 △ 0△ 2△ 2

流動資産 1,48710,46311,951

　自己株式 △ 0△ 16△ 16
その他の包括利益累計額 3291,0791,408
非支配株主持分 022
純資産合計 1,72910,68712,416

負債純資産合計 2,04215,10317,146

固定負債 113326440

負債合計 3134,4164,730

　短期借入金 △ 159299140
　未払金 △ 2241,088864
　未払費用 57544601
　未払法人税等 554331885
　未払消費税等 155284440
　賞与引当金 75594669
　役員賞与引当金 △ 3535-
　資産除去債務 △ 00-
　その他 △ 66418352

　買掛金　 △ 156492335

❹

❸

❷

増減額41期
(2021年3月31日)

42期
第2四半期

(2021年9月30日)

5 6

売上原価 3903,5123,903

売上高 1,90210,30012,202

売上総利益 1,5116,7878,299

営業利益 7481,9072,656

販売費及び一般管理費 7624,8795,642

営業外収益 △ 9712729

経常利益 6522,0322,685

営業外費用 △ 121

税金等調整前四半期純利益 6592,0242,684

特別損失 △ 770

法人税等合計 191603795

四半期純利益 4681,4211,889

ポイント解説

主な要因として、社内システムの構築があります。
主に保有する投資有価証券の時価評価額の増加によります。
コロナ禍によるグループ全体の資金減少リスクに備え、前期において、金融機関より借入を行った資金を完済したこと等によります。
主な要因として、親会社株主に帰属する四半期純利益1,889百万円の計上及び剰余金の配当△490百万円があります。

❶
❷
❸
❹

Point

【資産の部】

　　ソフトウェア 136629765
　　ソフトウェア仮勘定 △ 18127108
　　のれん △ 36966
　　その他 -1010

　　投資有価証券 4391,7322,171
　　敷金 △ 3685682

　　その他 △ 06261

【負債の部】

流動負債 2004,0894,290

　資産除去債務 09899
　その他 △ 31612

　繰延税金負債 116210327

❷

❶
❶

増減額
41期
第2四半期

(2020年4月1日～9月30日)

42期
第2四半期

(2021年4月1日～9月30日)

❺

❻

❼

❷

連結決算概要

連結貸借対照表（単位：百万円） ※記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

増減額41期
(2021年3月31日)

42期
第2四半期

(2021年9月30日)

　資本剰余金 -391391
　利益剰余金　 1,3998,87910,279

　資本金 -351351
株主資本 1,3999,60611,005

連結損益計算書（単位：百万円）

主力の人材サービス事業をはじめ、全
セグメントが増収となったことにより、売上高
は大幅に増加しました。中でも、今期大きく
業績回復を果たしたリクルーティング事業
は、報告セグメント別売上高構成比が1.6
ポイント拡大しました。

主な要因として、人員増及び賞与引当金
の計上等に伴う人件費増678百万円が
あります。

主な要因として、前期発生した社員の休業
等に伴う雇用助成金をはじめとする助成金
収入112百万円と今期発生の助成金収入
6百万円との差額があります。

法人税等の支払い295百万円等により
資金が減少しましたが、税金等調整前四半
期純利益の計上2,684百万円等により
資金が増加しました。

固定資産の取得による支出260百万円等
により資金が減少しました。

配当金の支払い488百万円に加え、金融
機関等への返済等による短期借入金の減少
159百万円により資金が減少しました。

ポイント解説Point
❺

❻

❼

❽

❾
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【純資産の部】

42期
（22.3期）
上半期

72.3% 9.6%

73.4% 8.0%

8.4% 3.6%

8.5%

6.1%

6.4%3.7%

人材サービス事業

41期
（21.3期）
上半期

情報出版事業
海外事業

リクルーティング事業
IT・ネット関連事業

※記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

❽
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 224△ 260

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,3472,237

財務活動によるキャッシュ・フロー 281△ 656

現金及び現金同等物の増減額 1,3901,340

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 1419

現金及び現金同等物の期首残高 7,4158,097

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,8059,438

41期
第2四半期

(2020年4月1日～9月30日)

42期
第2四半期

(2021年4月1日～9月30日)

❾
10

連結キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円） ※記載金額は、百万円未満を    
切り捨てて表示しております。

※当期より「収益認識に関する会計基準」等を適用しており、前期実績は当該会計基準等を遡って適用した金額となっています。


